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網
膜
色
素
変
性
症
の
多
く
は
、
夜
盲
か
ら
始

ま
り
、
徐
々
に
視
野
・
視
力
等
の
視
機
能
が
低

下
し
失
明
す
る
可
能
性
も
あ
る
進
行
性
の
難
病

で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
は
１
９
９
４
年
５
月
、
国
際
網
膜

色
素
変
性
症
協
会
︵
現
国
際
網
膜
協
会
︶
の
日

本
支
部
と
し
て
、
学
術
・
支
援
・
患
者
の
三
位

一
体
の
組
織
と
し
て
、
千
葉
大
学
の
医
局
で
産

声
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
「
私
た
ち
自
身
で
治
療
法
の
確
立

と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
目
指
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
活
動
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
Ｌ
︵
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
︶
は
一
般
的

に
は
生
活
と
訳
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
こ
こ

で
い
う
Ｌ
は
人
生
と
か
生
き
る
こ
と
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
病
気
を
宣
告
さ
れ
た
折
に
、
思

い
も
つ
か
な
い
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
も
な
い

病
名
を
聞
か
さ
れ
て
非
常
に
悩
み
ま
し
た
。
さ

あ
今
後
年
老
い
た
父
母
を
抱
え
て
幼
い
二
人
の

子
供
を
い
か
に
し
て
育
て
上
げ
る
か
を
妻
と
真

剣
に
話
し
合
い
、
ど
う
生
き
て
い
く
か
、
ど
ん

な
人
生
に
し
て
い
け
る
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

最
初
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
治
療
法
の
確
立

で
す
が
、
１
９
９
７
年
度
か
ら
研
究
助
成
を
公

募
で
行
い
、
学
術
の
先
生
方
に
メ
イ
ン
で
厳
正

な
審
査
を
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
助
成
を
す
る

こ
と
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
28
回
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
、
受
賞
さ
れ
た
先
生
は
60

名
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

組
織
も
当
初
は
任
意
団
体
で
し
た
が
、

２
０
１
６
年
５
月
か
ら
は
公
益
社
団
法
人
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
全
国
に
40
ほ
ど

の
都
道
府
県
の
Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
が
活
動
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
年
間
多
く
の
交
流
会
・
医
療
講
演
会
・

各
種
研
修
会
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
岐
阜
県
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
︵
Ｊ
Ｒ

Ｐ
Ｓ
岐
阜
︶
の
会
長
と
し
て
、
上
記
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
患
者
で
は

い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
か
ら
抜
け
出
た
い

の
で
す
。
そ
の
一
念
で
日
々
暮
ら
し
て
お
り
ま

す
。
弊
協
会
は
治
療
法
の
確
立
は
必
ず
実
現
し

て
も
ら
え
る
と
信
じ
て
お
り
、
そ
の
折
に
は
発

展
的
解
散
を
し
て
、
Ｏ
Ｂ
会
・ 

Ｏ
Ｇ
会
へ
移
行

す
る
こ
と
を
最
終
的
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

創刊　昭和29年1月25日（856号） 令和7年 9月 25日発行

七
五
三
ま
い
り

十
月
一
日
よ
り
厳
修

加

納

猛

彦

公
益
社
団
法
人
日
本
網
膜
色
素
変
性
症
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
︶

副
理
事
長

Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
て

犬山成田山
ホームページ
←ＱＲコード

犬山成田山 検索

発行所　愛知県犬山市
　　　　成田山名古屋別院大聖寺
電　話　0568（61）2583 ㈹
ＦＡＸ　0568（62）7020

毎月 1 回 25 日発行

秋
彼
岸
会
法
要
奉
修
＝
九
月
二
十
三
日
︑
大
師
堂



令 和 7 年 9 月 25 日 発 行 名 古 屋 成 田 山 （ 2 ）

秋
彼
岸
会
法
要
営
む

　

秋
の
お
彼
岸
中
日
に
当
た
る
九

月
二
十
三
日
、
午
後
二
時
よ
り
大

師
堂
に
お
い
て
、
小
豆
畑
主
監
お

導
師
の
も
と
秋
彼
岸
会
法
要
が
営

ま
れ
ま
し
た
。【
写
真
一
面
】

　

法
要
に
は
当
山
関
係
物
故
者
の

ご
遺
族
を
始
め
、「
霊
雲
閣
」
に

お
位
牌
を
奉
祀
さ
れ
て
い
る
ご
遺

族
が
多
数
参
列
さ
れ
、
諸
精
霊
に

供
養
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
法
要
後
は
、
霊
雲
閣
に
て

位
牌
を
奉
祀
さ
れ
た
各
家
の
先
祖

代
々
精
霊
へ
の
回
向
が
営
ま
れ
ま

し
た
。

交
通
安
全
祈
願
祭
厳
修

岐
阜
県
自
動
車
会
議
所 

・
岐
阜
県
交
通
安
全
協
会
主
催

　

九
月
十
九
日
、
午
後
一
時
半
よ

り
岐
阜
県
自
動
車
会
館
︵
岐
阜
市

日
置
江
︶
に
お
い
て
、
一
般
社
団

法
人
岐
阜
県
自
動
車
会
議
所
・
岐

阜
県
交
通
安
全
協
会
共
催
の
交
通

安
全
祈
願
祭
が
小
豆
畑
主
監
お
導

師
の
も
と
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
実
施
さ
れ
る
「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
に
合
わ
せ
、
岐
阜
県

で
は
十
九
日
、「
自
動
車
交
通
事

故
防
止
大
会
」
が
岐
阜
自
動
車
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
大
会
冒

頭
、
交
通
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
岐
阜
県
内
の
自
動
車

お
よ
び
交
通
安
全
関
係
の
代
表

者
、
約
一
〇
〇
人
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

交
通
安
全
週
間

特
別
ご
祈
祷
厳
修

交
通
安
全
之
証

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
十
一
時
よ
り
本
堂
に
て
ご
親
修

記
念
大
法
要

開
創
七
十
二
周
年
記
念
大
祭

貫
首
　
岸
田
照
泰
大
僧
正
ご
巡
錫

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

貫
首　

岸
田
照
泰
大
僧
正

・
宗
祖
弘
法
大
師
報
恩
法
要
（
午
前
十
時
　
大
師
堂
）

・
献
華
式
（
午
前
十
一
時
の
大
護
摩
供
に
併
催
）

・
開
創
七
十
二
周
年
記
念
大
法
要
（
午
前
十
一
時
）

・
記
念
大
祭
式
典
（
記
念
大
法
要
終
了
後 

）

・ 

大
祭
記
念
大
護
摩
供
（
午
前
九
時
、
午
後
一
時
、
三
時
）

・
八
方
宝
剣
法
要
（
午
前
九
時
半
、
祈
祷
殿
屋
上
）

記
念
大
祭
行
事
日
程

十
一
月
三
日
︵
文
化
の
日
︶

十
一
月
二
日
︵
日
︶

　

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
交
通
安
全
特
別
ご
祈
祷
が
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
山
で
は
年
四
回
の
「
交
通
安

全
週
間
」
の
主
旨
に
賛
同
し
、
こ

の
期
間
中
に
交
通
安
全
ご
祈
祷
を

受
け
ら
れ
た
方
に
「
交
通
安
全
之

証
」
を
授
与
し
て
、
よ
り
一
層
の

交
通
安
全
の
ご
加
護
を
得
ら
れ
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

交
通
安
全
護ご

ま

ぎ

摩
木

　
　
　

の
ご
案
内

交
通
安
全
祈
願
お
申
込
み
の

際
に
授
与
致
し
て
お
り
ま

す
。
お
名
前
を
明
記
さ
れ
ま

し
た
護
摩
木
は
、
本
堂
で
の

お
護
摩
祈
祷
に
て
お
焚
き
上

げ
し
、
重
ね
て
交
通
安
全
を

ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

祈
交
通
安
全　
　

成
田
一
郎
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こ
の
度
は
、
第
四
十
一
回
成
田
山
全
国
競

書
大
会
に
お
い
て
文
部
科
学
大
臣
賞
と
い
う

名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

三
月
に
水
色
の
大
き
な
封
筒
が
届
き
、
受

賞
の
お
知
ら
せ
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
開

け
て
み
る
の
に
と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
ま
し

た
。
文
部
科
学
大
臣
賞
と
わ
か
る
と
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

四
月
に
受
賞
式
が
終
わ
り
、
ホ
ッ
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
席
書
会
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、「
受
賞
式
で
あ
ん
な
に
緊
張
し
た
の
に

ま
た
あ
る
の
!?
」
と
あ
せ
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　

席
書
会
で
は
「
天
体
観
測
」
と
書
き
ま
し

た
。
当
日
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
と
沢
山

練
習
し
ま
し
た
。
当
日
の
朝
も
練
習
し
ま
し

た
。
当
日
、
書
き
終
わ
っ
て
か
ら
気
づ
い
た

の
で
す
が
、
緊
張
で
足
が
つ
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
と
も
に
歩
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
気
づ
か
な
い
く
ら
い
集
中
で
き

た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
書
き
上
げ
た
作
品
を
見
る

と
な
っ
と
く
が
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
体
」
が
右
に
よ
っ
て
し
ま
っ
た
の
と
、

下
に
つ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

落
ち
込
ん
で
い
た
私
を
な
ぐ
さ
め
て
く

れ
た
の
は
土
橋
先
生
の
講
評
の
中
の
お

話
し
で
す
。「
書
い
た
字
に
は
『
気
』

が
こ
も
っ
て
い
る
。
一
度
し
か
書
け
な

い
、
二
度
と
書
け
な
い
作
品
で
す
」。

と
て
も
う
れ
し
く
て
な
み
だ
が
で
ま
し
た
。

　

他
の
方
の
作
品
も
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
楷
書
、
行
書
、
草
書
な
ど
、
ち
が

う
書
体
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
が
ち
が
う
線
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
に
書
い
た
人
の
自
信

が
表
れ
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

　

土
橋
先
生
の
奉
納
揮
毫
も
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
筆
使
い
に
勢
い
と
流
れ

が
あ
り
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
楷
書

と
ま
っ
た
く
ち
が
い
、
書
の
世
界
は
お
く
深

い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
学
ん
だ「
自
分
の
線
質
で
書
く
」

こ
と
と
「
自
信
を
持
っ
て
書
く
」
こ
と
を
大

切
に
、
こ
れ
か
ら
も
私
の
字
に
磨
き
を
か
け

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
下
さ
っ
た
成
田
山
新
勝
寺
の
皆

様
、
審
査
員
の
先
生
方
、
事
務
局
の
皆
様
、

ご
指
導
下
さ
っ
た
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第 41 回  成田山
全国競書大会

さ
ん

岩
波
あ
お
い

諏
訪
市
立
城
南
小
４
年

沢
山
学
べ
た
貴
重
な
体
験

一
、
日

時
　
十
月
四
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
七
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

一
、
受

付
　
信
徒
会
館
一
階
玄
関
前
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
六
時
三
十
分
よ
り
受
付

一
、
会

場
　
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

一
、
参
加
資
格
　
幼
・
小
・
中
・
高
校
生

一
、
参
加
費
　
無
　
料

一
、
作
品
形
式
　
規
定
半
紙
縦
書
き

　
　
　
　
　
　
　（
当
日
会
場
に
て
規
定
半
紙
を
二
枚
配
布
）

一
、
成
績
発
表
　
十
月
下
旬
に
中
日
新
聞
及
び
当
紙
上

　
　
　
　
　
　
　
並
び
に
当
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表

一
、
表
彰
式
　
十
一
月
八
日
（
土
）
午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　
　
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

一
、
注
意
事
項
　
会
場
で
の
練
習
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
作
品
は
参
加
者
自
身
が
選
ぶ
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
提
出
さ
れ
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

成
田
山
学
童
席
上
揮
毫
大
会

第62回

幼
　
年
　
み
　
ず

小
一
年
　
け
む
り

小
二
年
　
て
つ
だ
い

小
三
年
　
思
い
や
り
（
楷
書
）

小
四
年
　
正
し
い
道
（
楷
書
）

小
五
年
　
固
い
決
心
（
楷
書
）

小
六
年
　
修
学
旅
行
（
楷
書
）

中
一
年
　
秋
空
渡
り
鳥
（
楷
書
）

中
二
年
　
秋
空
渡
り
鳥
（
行
書
）

中
三
年
　
秋
空
渡
り
鳥
（
行
書
）

高
校
生
　
空
庭
多
落
葉
（
自
由
）

【 課 題 】

席
書
会
で
揮
毫
す
る
筆
者

　　受賞作品
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令
和
十
年
成
田
山
開
基
一
〇
九
〇
年
祭
慶
讃

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業

発

願

趣

意

書

　

ご
信
徒
の
皆
様
に
は
、
ご
本
尊
不
動
明
王
の
ご
加
護
の
も
と
、
益
々
ご
繁
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
山
は
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
、
東
海
一
円
の
ご
信
徒
熱
望
の
も
と
、
景
勝
の
地
犬
山
に
ご
本
尊
不
動
明

王
を
勧
請
申
し
上
げ
、
不
動
尊
信
仰
の
一
大
道
場
と
し
て
開
創
さ
れ
ま
し
た
。
来
る
令
和
十
年
十
一
月
に
は
、
開
創

七
十
五
年
の
節
目
を
迎
え
得
ま
す
こ
と
に
、
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
当
山
で
は
、
来
る
令
和
十
年
四
月
、
本
山
新
勝
寺
に
於
け
る
成
田
山
開
基
一
〇
九
〇
年
祭
大
開
帳
奉

修
の
勝
縁
と
、
当
山
開
創
七
十
五
周
年
の
勝
縁
を
二
大
勝
縁
と
し
て
、
こ
こ
に
「
開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業
」
を
左

記
の
如
く
発
願
致
し
ま
し
た
。

　

就
き
ま
し
て
は
、
こ
の
浄
業
達
成
の
た
め
、
絶
大
な
る
ご
協
賛
ご
志
納
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

令
和
七
年
五
月
吉
日

記
念
事
業
概
要

一
、
本
堂
耐
震
化
及
び
本
堂
内
荘
厳
大
改
修

一
、
不
動
明
王
像

・
二
大
童
子
像
及
び
四
大
明
王
像
修
復

一
、
信
徒
会
館
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事

一
、
山
容
整
備
事
業

　
　

１
．
稲
荷
堂
遷
座
改
修

　
　

２
．
憩
い
の
場
改
修
工
事

　
　

３
．
明
王
門
奉
納
大
提
灯
設
置

（
索
の
会
）

◆
現
在
、
開
創
七
十
五
周
年
に
向
け
た
記
念
事
業
の
工
事
を
境
内
各
所
に
て
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
工
事
中
は
ご
信
徒
皆
様
に
何
か
と
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
期
　
　
　
間
　
十
一
月
三
十
日
ま
で
毎
日
厳
修
中

◆
時
　
　
　
間
　
午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

◆
と

こ

ろ
　
本
　
堂

◆
ご
祈
祷
料
　
五
千
円
以
上
︵
御
札
︑
お
守
り
︑

　
　
　
　
　
　
　

千
歳
飴
︑ジ
ュ
ー
ス
︑日
本
モ
ン
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　

パ
ー
ク
招
待
券
付
き
︶

七
五
三
ま
い
り

十
一
月
末
ま
で
厳
修
し
て
お
り
ま
す

　

本
年
め
で
た
く
七
歳
・
五
歳
・
三
歳
を
迎
え
ら
れ
る
お
子
さ

ま
の
健
や
か
な
成
長
を
お
不
動
さ
ま
に
お
祈
り
す
る
「
七
五
三

ま
い
り
」
を
厳
修
致
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
と
ご
家
族
皆
さ
ま
の
お
参
り
を
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

※
11
月
３
日
は
当
山
大
祭
の
た
め
、
10
時
か
ら

　
12
時
30
分
の
間
、
ご
祈
祷
を
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

寺西治貴
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お
か
げ
さ
ま

画・文 牧
まき

　 宥
ゆうけい

恵

「
お
か
げ
さ
ま
」
の
秋
彼
岸
で
す
。

人
は
何
か
の
お・

・

・

か
げ
で
生
き
て
い
る
。

そ
れ
を
知
る
秋
で
す
。

　

御
信
徒
の
皆
様
、は
じ
め
ま
し
て
。

四
月
に
新
入
寺
し
ま
し
た
片
桐
由
加

里
と
申
し
ま
す
。

　

犬
山
生
ま
れ
、
犬
山
育
ち
の
生
粋

の
犬
山
っ
子
で
す
。

　

成
田
山
の
お
膝
下
で
育
ち
、
幼
い

頃
か
ら
よ
く
参
拝
し
て
い
ま
し
た
。

御
朱
印
集
め
や
神
社
仏
閣
巡
り
が
好

き
で
、
大
切
な
日
の
前
に
は
必
ず
成

田
山
に
参
拝
し
、
御
本
尊
の
不
動
明

王
様
に
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。

　

い
つ
か
成
田
山
に
携
わ
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

成
田
山
の
求
人
広
告
を
見
つ
け
、
こ

れ
は
ま
さ
に
自
分
が
求
め
て
い
る
仕

事
だ
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

　

面
接
の
感
触
も
と
て
も
不
安
で
し

た
が
、
翌
日
に
採
用
の
お
声
掛
け
を

い
た
だ
き
、
大
変
驚
く
と
と
も
に
光

栄
に
存
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ご
仏
縁
だ
な
と
思
い
ま

す
。

　

採
用
後
は
総
合
企
画
部
に
配
属
に

な
り
、
主
に
お
車
の
御
祈
祷
受
付
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
お
抹
茶
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
た
経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
聞

い
た
こ
と
の
な
い
仏
教
用
語
や
初
め

て
の
仕
事
内
容
ば
か
り
で
、
覚
え
る

こ
と
も
か
な
り
多
く
頭
が
パ
ン
ク
し

そ
う
で
し
た
。

　

花
ま
つ
り
や
願
掛
け
風
鈴
ま
つ
り

な
ど
の
行
事
も
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
だ
い
ぶ
業
務
に
も
慣
れ
て
き
て

毎
日
楽
し
く
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

先
輩
方
に
優
し
く
ご
指
導
い
た
だ

き
、
間
も
な
く
入
寺
し
て
無
事
半
年

を
迎
え
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
は
多
い
で
す

が
、
一
日
で
も
早
く
知
識
を
身
に
つ

け
て
成
田
山
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
と
接
す
る
こ
と
が
大
好
き
な
の

で
、
御
信
徒
の
皆
様
と
も
も
っ
と
お

話
し
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
自

動
車
祈
祷
殿
の
受
付
に
い
ま
す
の

で
、
是
非
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　

私
の
趣
味
に
つ
い
て
も
少
し
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
野
鳥
観
察
と
ラ
ー
メ
ン
食
べ

歩
き
が
大
好
き
で
、
こ
こ
成
田
山
に

も
た
く
さ
ん
の
野
鳥
が
き
ま
す
。
毎

日
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
ヤ
マ
ガ
ラ
の
囀

り
を
聞
い
て
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
稀

に
エ
ナ
ガ
も
く
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
御
参
拝
の
際
は
是
非
鳥
の
声
に

も
耳
を
傾
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

自
然
豊
か
な
成
田
山
は
心
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

そ
し
て
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な

私
は
ほ
ぼ
毎
日
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て

い
ま
す
。

　

現
在
も
食
欲
旺
盛
で
健
や
か
に
成

長
し
て
お
り
ま
す
。

　

器
も
心
も
大
き
く
な
れ
る
よ
う
、

精
進
い
た
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
皆
様
ど

う
ぞ
御
指
導
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

総
合
企
画
部　

片
桐　

由
加
里

だ
ん
わ
室
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長
月
九
月
と
い
え
ど
、
残
暑
と

い
う
よ
り
酷
暑
の
続
く
九
月
二
日

か
ら
の
二
日
間
、
索
の
会
特
別
企

画
の
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
バ
ス
二
台
で
の
旅
行
、
私

た
ち
を
乗
せ
た
バ
ス
は
大
口
町
役

場
を
定
刻
通
り
出
発
、
途
中
養
老

Ｓ
Ａ
に
て
犬
山
成
田
山
か
ら
の
バ

ス
と
合
流
し
、
目
的
地
の
成
田
山

大
阪
別
院
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

午
前
十
一
時
に
寝
屋
川
市
の
大

阪
別
院
に
到
着
。
早
速
、
昨
年
秋

に
開
創
九
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
建
立
落
慶
さ
れ
た
山
門
を
く
ぐ

り
、
皆
さ
ん
揃
っ
て
記
念
写
真
を

撮
影
【
写
真
】、
本
堂
で
の
御
護

摩
を
参
拝
し
ま
し
た
。
法
話
を
拝

聴
し
、
昼
食
後
、
境
内
を
自
由
参

拝
、
奥
の
院
ま
で
ご
案
内
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
特
別
に
御
本
尊
様

と
繋
が
る
お
手
綱
を
握
り
な
が
ら

参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
そ
の

ご
加
護
に
浴
す
る
事
が
出
来
、
と

て
も
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
淡
路
島
へ
と
移
動
、

淡
路
の
大
黒
さ
ん
と
称
さ
れ
る
八

浄
寺
へ
と
向
い
ま
し
た
。

　

八
浄
寺
で
は
引
率
の
服
部
僧
正

先
導
の
も
と
、
車
内
で
配
ら
れ
た

経
本
を
手
に
般
若
心
経
を
全
員
で

お
唱
え
し
、自
由
参
拝
。
中
に
は
、

「
宝
く
じ
が
当
た
る
よ
う
に
」
と

力
強
く
お
参
り
さ
れ
て
い
る
方
も

お
見
受
け
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
本
日
の
宿
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
へ
。
オ
ー
シ
ャ
ン

ビ
ュ
ー
の
噂
に
違
わ
ぬ
素
晴
し
い

ホ
テ
ル
で
、
懇
親
会
で
は
お
料
理

も
食
べ
切
れ
な
い
程
出
さ
れ
、
皆

大
満
足
で
英
気
を
養
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
朝
一
番
で
四
国
へ

渡
り
、
四
国
八
十
八
ヵ
所
霊
場
の

第
一
番
札
所 

霊
山
寺
を
参
拝
し

ま
し
た
。
本
堂
で
は
昨
日
に
続
き

服
部
僧
正
先
導
の
も
と
法
楽
を
勤

め
、
大
師
堂
な
ど
を
参
拝
。
続
い

て
、
世
界
中
の
名
画
を
陶
板
で
再

現
し
た
大
塚
国
際
美
術
館
を
鑑
賞

し
、
国
内
最
大
級
の
展
示
ス
ペ
ー

ス
を
誇
る
の
謳
い
文
句
通
り
、
館

内
は
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
と

て
も
見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鳴
門
市
内
の
鯛
丸
海

月
で
こ
ち
ら
も
食
べ
応
え
あ
る
昼

食
を
い
た
だ
い
て
、
徳
島
県
立
渦

の
道
へ
。
海
上
四
十
五
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
の
遊
歩
道
を
歩
き
ガ
ラ
ス

貼
り
の
通
路
か
ら
眼
下
の
渦
潮
を

恐
る
恐
る
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
と
、

思
い
思
い
に
鳴
門
の
渦
潮
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
本
州
へ
戻
り
、
宝
塚
北

Ｓ
Ａ
に
寄
り
無
事
一
号
車
二
号
車

そ
れ
ぞ
れ
の
集
合
場
所
に
帰
還
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
に
際
し
、
成
田
山

名
古
屋
別
院
の
皆
様
、
名
鉄
観
光

様
に
は
初
日
出
発
前
の
お
見
送
り

と
二
日
目
の
お
出
迎
え
を
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、
成
田
山
大
阪
別
院

参
拝
時
に
は
詰
合
員
皆
様
が
笑
顔

で
対
応
い
た
だ
け
た
こ
と
も
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
旅
行
に
携
わ
ら
れ
た

全
て
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

成
田
山
索
の
会
特
別
企
画
と
し

て
、
九
月
二
日
・
三
日
の
両
日
、

一
泊
二
日
の
日
程
に
て
、
成
田
山

大
阪
別
院
参
拝
と
洲
本
温
泉
・
鳴

門
の
旅
を
実
施
し
、
参
加
者
総
勢

約
七
〇
名
、
バ
ス
二
台
で
の
催
行

と
な
り
ま
し
た
。

　

早
朝
出
発
し
た
一
行
は
、
順
調

に
成
田
山
大
阪
別
院
明
王
院
に
到

着
し
、
記
念
撮
影
に
続
い
て
大
護

摩
供
を
参
拝
し
ま
し
た
【
写
真
は

一
号
車
の
皆
様
】。
そ
の
後
大
阪

別
院
の
松
田
僧
正
よ
り
法
話
を
頂

戴
し
、
昼
食
を
摂
り
境
内
伽
藍
を

拝
観
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
一
行
は
淡
路
島
に
渡

り
、八
浄
寺
を
参
拝
。
夕
方
に
は
、

宿
泊
施
設
で
あ
る
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

ア
ワ
ジ
に
到
着
し
、
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
席
で
は
、
索
の
会
常

務
理
事
を
務
め
ら
れ
る
岡
部
幸
男

様
の
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ

き
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
中
で
懇
親
会
を
終
え
、
一
日

目
の
行
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
宿
泊
先
を
後
に
し
た

一
行
は
徳
島
県
に
渡
り
、
霊
山
寺

を
参
拝
。
そ
の
後
大
塚
国
際
美
術

館
に
て
世
界
の
名
画
を
鑑
賞
し

【
写
真
】、
昼
食
後
は
大
鳴
門
橋
渦

の
道
を
見
学
し
、
そ
の
後
帰
路
に

就
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
拝
旅
行
を
通
じ
、
参

加
者
皆
様
が
よ
り
親
睦
を
深
め
且

つ
信
仰
の
輪
を
広
げ
、
実
り
多
き

二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加

頂
き
ま
し
た
皆
様
、
此
度
の
親
睦

旅
行
に
ご
賛
同
、
ご
協
賛
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

◆
ご
協
賛
者
芳
名
（
順
不
同
敬
称
略
）

丹
羽
郡　
　

福
玉
精
穀
倉
庫
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

社
本　

宮
明

名
古
屋
市　

山
崎
製
パ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
工
場

　

〃　
　
　

名
鉄
観
光
バ
ス
㈱

　

〃　
　
　

岡　

部　
　

幸　

男

　

〃　
　
　

㈱
イ
ト
ピ
ー

　

八
月
十
七
日
、
名
古
屋
成
田
講

支
部
︵
支
部
長
＝
岡
部
幸
男
氏
︶

の
月
参
登
山
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
堂
に
て
大
護
摩
供
参
拝
後
、

信
徒
会
館
三
宝
の
間
に
て
、
来
月

九
月
二
十
一
日
の
参
拝
時
に
予
定

さ
れ
る
物
故
者
慰
霊
法
要
に
つ
い

て
最
終
打
合
せ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

  

そ
の
後
は
犬
山
善
光
寺
に
移
り

物
故
者
慰
霊
法
要
が
営
ま
れ
、
各

家
先
祖
代
々
精
霊
に
供
養
の
誠
が

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。　
　

上
林
記

  索の会
特別企画

成
田
山
大
阪
別
院
参
拝

大
塚
国
際
美
術
館

・
洲
本
温
泉
の
旅

『
索
の
会
特
別
企
画　

成
田
山
大
阪
別
院
参
拝

　

大
塚
国
際
美
術
館

・
洲
本
温
泉
の
旅
』
に
参
加
し
て

社
本　

盛
治

索
の
会
丹
羽
支
部　

事
務
局

二号車の皆様

月
例
登
山
実
施

名
古
屋
成
田
講
支
部



令 和 7 年 9 月 25 日 発 行名 古 屋 成 田 山（ 7 ）

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

奈
良
県　
　
　

藤　

本　

絵
里
香

奈
良
県　
　
　

藤　

本　

椛　

鈴

各
務
原
市　
　

安　

達　

重　

厚

◆
の
ぼ
り

岐
阜
市　
　
　

安　

田　

薫　

子

　

〃　
　
　
　

伊　

藤　

泰　

子

　

〃　
　
　
　

小　

森　

直　

美

各
務
原
市　
　

渡　

邉　

貞　

子

木
曽
郡　
　
　

福
沢
桃
介
記
念
館

◆
銅
板

羽
島
市　
　
　

藤　

田　

敦　

子

◆
お
供

岐
阜
市　
　
　

安　

田　

薫　

子

　

〃　
　
　
　

橋　

本　

登
美
子

　

〃　
　
　
　

山　

田　

き
よ
子

　

〃　
　
　
　

伊　

藤　

光　

里

各
務
原
市　
　

槫　

谷　

照　

生

　

〃　
　
　
　

中　

野　
　

隆

　

〃　
　
　
　

原　
　
　

敬　

徳

　

〃　
　
　
　

飯　

田　

輝　

和

　

〃　
　
　
　

渡　

邉　

貞　

子

犬
山
市　
　
　

上　

杉　

超　

治

　

〃　
　
　
　

中　

山　

佳　

子

名
古
屋
市　
　

木　

村　

清　

一

木
曽
郡　
　
　

福
沢
桃
介
記
念
館

貞
照
寺
だ
よ
り

秋
彼
岸
会
法
要
営
む

開創92周年

記念大祭のご案内

◆期日　10 月 28 日（火）
　　　　開創記念大護摩供
　　　　午前 10 時 30 分より
◆場所　本堂

　貞照寺は檀信徒皆様のご信援

により、10 月 28 日に開創 92

周年を迎えます。

　当日は下記の通り記念大祭を

厳修いたします。皆様のご来山

をお待ち申し上げます。

　　　　【貞奴マルシェ店舗紹介】
◆おおだいら養蜂　天然はちみつ
◆かいちゃんのアップルパイ　アップルパイ
◆うぬまま部　アクセサリー、布小物等
◆木香（キコ）　木のカトラリー、アクセサリー
◆ Cafe Puppy's Wagon　クレープ
◆ hotdogsuns　ホットドック
◆シェイプハットコーヒー影帽子
　　　　　　　コーヒー＆ロースト
◆ CAFE & PIZZA DELTA　ピザ ( キッチンカー )
◆ちいちゃんクッキング　シフォンケーキ

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

　　　　　【当日イベント】
◆大護摩供ご修行　11：00
◆奉納太鼓及びよさこい演舞　11：30、13：30
　各務原太鼓保存会、 名古屋大学〝快踊乱舞”

　ご好評いただいている『貞奴マルシェ』を本年も
開催いたします。多くの皆様の御来山をお待ち申し
上げます。【日時】10 月 25 日（土）9 時半～ 15 時

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

７
月
～
８
月

　

お
彼
岸
の
中
日
に
当
た
る
九
月

二
十
三
日
、
小
豆
畑
住
職
お
導
師

の
も
と
秋
彼
岸
会
法
要
が
営
ま
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
檀
信
徒
を
は
じ
め
大
勢

の
ご
家
族
、ご
親
族
が
参
列
さ
れ
、

合
掌
焼
香
し
て
心
静
か
に
供
養
の

誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
本

堂
で
の
法
要
終
了
後
、
引
き
続
き

水
子
地
蔵
尊
宝
前
に
お
い
て
回
向

を
お
勤
め
し
、
各
家
水
子
の
御
霊

を
供
養
い
た
し
ま
し
た
。

索の会観劇会

純 列
男性コーラスグループ

御園座初座長公演

日程　令和７年11月18日　昼の部11時より
金額　Ａ席　  15,000円
　　　Ｂ席　    9,000円
　どちらのお席も昼食付きとなります。
10月1日９時より受付開始いたします。
◆お問い合わせ　0568-61-2583
｢成田山索の会｣ 事務局　担当　田尻まで



令 和 7 年 9 月 25 日 発 行 名 古 屋 成 田 山 （ 8 ）

海
部
郡　
　

江　

村　
　
　
　

啓

揖
斐
郡　
　

岩　

崎　
　

光
企
夫

恵
那
市　
　

渡　

邉　
　

圭　

一

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

岐
阜
市　
　

横　

山　
　

一　

仁

名
古
屋
市　

𠮷　

川　
　
　
　

徹

　

〃　
　
　

木　

下　
　

雄　

治

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

犬
山
市　
　

浦　

本　
　

直　

記

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

揖
斐
郡　
　

岩　

崎　
　

光
企
夫

丹
羽
郡　
　

㈲
大
矢
設
備

半
田
市　
　

ミ
ロ
ク
工
業
㈱

丹
羽
郡　
　

西　

山　
　

邦　

彦

豊
明
市　
　

近　

藤　
　

淳　

一

名
古
屋
市　

篠　

田　
　

正　

樹

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　

成
田
山
成
福
講
︵
先
達
＝
青
木

一
博
氏
︶
で
は
七
月
二
十
日
、
恒

例
の
信
貴
山
・
生
駒
山
・
三
輪
大

社
参
拝
旅
行
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　

一
行
は
早
朝
五
時
に
出
発
し
、

奈
良
県
へ
入
り
三
輪
明
神
や
生
駒

山
宝
山
寺
を
参
拝
後
、
信
貴
山
へ

到
着
い
た
し
ま
し
た
。
境
内
参
拝

後
、
朝
護
孫
子
寺
本
堂
に
て
大
般

若
の
ご
祈
祷
を
受
け
、
成
福
院
本

堂
に
て
お
護
摩
ご
祈
祷
を
受
け
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

菱
木
記

高
三　
　

山
田
恵
理
子

高
二　
　

呉
竹
美
祐

小
四　
　

松
野
叶
夢

︻
評
︼
落
ち
つ
い
て
上
手
に
ま
と

ま
っ
て
い
ま
す
。

︻
評
︼
迷
い
な
い
筆
使
い
で
す
ば
ら

し
い
で
す
。

︻
評
︼
手
本
を
よ
く
見
て
し
っ
か
り

と
書
け
て
い
ま
す
。

紙
上
書
道
展

八
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

︵
順
不
同
敬
称
略
︶

八
月
の
登
山
講
社

ご
詠
歌
講
習
会

◆
日
時
　
十
月
十
五
日
　

　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り

◆
場
所
　
信
徒
会
館
三
階

　
　
　
　﹃
三
宝
の
間
﹄

未
経
験
者
・
初
心
者
も

ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

八　

月

﹁
編
集
室
よ
り
﹂
は
紙
面
の
都
合
上
︑

休
載
い
た
し
ま
す
︒

10 月の成田山行事
お不動さまの御縁日
　　毎月 1 日、15 日、28 日

◆七五三まいり
　　10 月 1日～ 11 月 30 日
◆学童席上揮毫大会　4日
　午前 7時より  信徒会館 1階
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1時　信徒会館 3階
◆大提燈懸吊式　19 日 明王門
◆写経会　28 日 信徒会館 3階

行事は中止または内容が変更となる
場合がございます。最新情報はホー
ムページ、境内掲示、お電話にてご
確認お願い致します。

護ご

ま

ぎ

摩
木
祈
願
の
お
す
す
め

　

お
護
摩
祈
祷
に
て
お
焚
き
上
げ
し
、
お
願
い
事
が
成
就

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。
お
名
前
と
お
願
い

事
を
お
書
き
の
上
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　

初
穂
料　

三
百
円
以
上
、
五
百
円
以
上
（
大
）

家
内
安
全　
　

成
田
一
郎

写

経

会

ご
縁
日

◆
日
時
　
毎
月
二
十
八
日

　
　
　
　
午
前
八
時
半
よ
り

　
　
　
　
午
後
二
時
半
ま
で

◆
場
所
　
信
徒
会
館
三
階

◆
料
金
　
一
千
円

◆
お
問
い
合
せ

　
　
　
　
当
山
法
教
部
ま
で

心
静
か
に
写
経
し
、
や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し

下
さ
い
。
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
で
き
ま
す
。

成
田
山
成し

ょ
う

福ふ
く

講

　
信し

ぎ貴
山さ

ん

参
拝

奉
納
御
礼

自
動
車
祈
祷
殿
本
尊
供
物
　
一
対

　
　
　
　
港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講
様


